
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成30年12月11日

【四半期会計期間】 第61期第３四半期（自　平成30年８月１日　至　平成30年10月31日）

【会社名】 不二電機工業株式会社

【英訳名】 FUJI ELECTRIC INDUSTRY CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　八木　達史

【本店の所在の場所】 京都市中京区御池通富小路西入る東八幡町585番地

【電話番号】 075（221）7978（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役　執行役員　経営管理部門統括　総務部長　下村　徳子

【最寄りの連絡場所】 京都市中京区御池通富小路西入る東八幡町585番地

【電話番号】 075（221）7978（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役　執行役員　経営管理部門統括　総務部長　下村　徳子

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

不二電機工業株式会社(E02007)

四半期報告書

 1/14



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第３四半期
累計期間

第61期
第３四半期
累計期間

第60期

会計期間

自平成29年
　２月１日
至平成29年
　10月31日

自平成30年
　２月１日
至平成30年
　10月31日

自平成29年
　２月１日
至平成30年
　１月31日

売上高 （千円） 2,827,649 2,915,572 3,899,612

経常利益 （千円） 224,722 297,936 311,874

四半期（当期）純利益 （千円） 179,539 206,663 242,855

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,087,250 1,087,250 1,087,250

発行済株式総数 （千株） 6,669 6,669 6,669

純資産額 （千円） 10,231,408 10,286,405 10,295,232

総資産額 （千円） 10,995,853 11,088,665 10,986,200

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 30.44 35.00 41.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 30.32 34.85 41.01

１株当たり配当額 （円） 16.00 16.00 32.00

自己資本比率 （％） 92.8 92.5 93.5

 

回次
第60期

第３四半期
会計期間

第61期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成29年
　８月１日
至平成29年
　10月31日

自平成30年
　８月１日
至平成30年
　10月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.79 9.53

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業の設備投資や生産活動が緩やかに増加し、景気の回復基調

が続きました。

このような状況のもとで、当社は、国内では電力や一般産業、電鉄・車両業界、海外では東南アジアや中近東

各国を重点に営業活動を行った結果、配電自動化子局用表示モジュールや太陽光発電向け遮断端子台が減少しま

したが、鉄道車両用尾灯が急増したほか、国内外の受変電設備向け遮断器用補助スイッチが増加したことから、

当第３四半期累計期間の売上高は2,915百万円（前年同期比3.1％増）となりました。

利益面におきましては、売上高が前年同期を上回ったほか、みなみ草津工場増築による一時費用が減少し、営

業利益は283百万円（前年同期比34.4％増）、経常利益は297百万円（前年同期比32.6％増）、四半期純利益は

206百万円（前年同期比15.1％増）となりました。

 

売上の状況は次のとおりであります。

なお、当社は、電気制御機器の製造加工及び販売事業のみであるため、売上の状況につきましては、製品分類

ごとに記載しております。

（制御用開閉器）

鉄道車両用切替スイッチや国内外の受変電設備向け遮断器用補助スイッチが好調でしたが、太陽光発電向け

遮断端子台や配電自動化子局用スイッチが減少したことから、売上高は775百万円（前年同期比0.5％減）とな

りました。

（接続機器）

国内外の受変電設備向けに試験用端子や断路端子台が好調であったことから、売上高は1,180百万円（前年

同期比2.1％増）となりました。

（表示灯・表示器）

鉄道車両用尾灯が急増したほか、マクリット表示器やセマフォア表示器も堅調であったことから、売上高は

441百万円（前年同期比7.8％増）となりました。

（電子応用機器）

配電自動化子局用表示モジュールや鉄道変電設備向けインターフェイスユニットが減少したことから、売上

高は391百万円（前年同期比10.9％減）となりました。

（仕入販売）

太陽光発電向け接続箱等の販売により、売上高は127百万円（前年同期比193.3％増）となりました。
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(2) 財政状態

① 資産

当第３四半期会計期間末における資産は、前事業年度末比102百万円増加し、11,088百万円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金の増加271百万円、受取手形及び売掛金の減少113百万円及び投資有価証券

の減少64百万円等によるものであります。

② 負債

当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末比111百万円増加し、802百万円となりました。

主な要因は、賞与引当金の増加44百万円及び流動負債のその他に含まれる未払消費税等の増加70百万円等

によるものであります。

③ 純資産

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末比８百万円減少し、10,286百万円となりまし

た。主な要因は、利益剰余金の増加17百万円、自己株式の減少11百万円及びその他有価証券評価差額金の

減少42百万円等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、108百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,676,000

計 26,676,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年12月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,669,000 6,669,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

100株でありま

す。

計 6,669,000 6,669,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成30年８月１日～

平成30年10月31日

 

－ 6,669,000 － 1,087,250 － 1,704,240

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年10月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　759,600 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　　5,906,300 59,063 －

単元未満株式  普通株式　　　　3,100 － －

発行済株式総数 6,669,000 － －

総株主の議決権 － 59,063 －

 

②【自己株式等】

平成30年10月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

不二電機工業株式

会社

京都市中京区御池

通富小路西入る東

八幡町585番地

759,600 － 759,600 11.39

計 － 759,600 － 759,600 11.39

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年８月１日から平成30

年10月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年２月１日から平成30年10月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年１月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,914,637 4,186,292

受取手形及び売掛金 1,250,781 1,137,420

電子記録債権 288,485 294,023

商品 － 516

製品 130,725 163,058

仕掛品 355,503 369,216

原材料 407,571 395,326

その他 123,030 117,681

流動資産合計 6,470,736 6,663,535

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,998,654 1,942,617

土地 1,347,627 1,347,627

その他（純額） 341,186 378,216

有形固定資産合計 3,687,468 3,668,461

無形固定資産 23,182 18,086

投資その他の資産   

投資有価証券 782,757 718,266

その他 22,055 20,315

投資その他の資産合計 804,812 738,581

固定資産合計 4,515,464 4,425,129

資産合計 10,986,200 11,088,665
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年１月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年10月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 137,301 122,071

短期借入金 120,000 120,000

未払法人税等 87,938 48,198

賞与引当金 65,102 109,397

役員賞与引当金 1,810 8,100

製品保証引当金 － 25,562

その他 105,274 219,634

流動負債合計 517,427 652,963

固定負債   

退職給付引当金 54,074 49,721

厚生年金基金解散損失引当金 48,140 48,140

その他 71,326 51,434

固定負債合計 173,541 149,295

負債合計 690,968 802,259

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,087,250 1,087,250

資本剰余金 1,704,240 1,707,822

利益剰余金 8,083,179 8,100,924

自己株式 △816,477 △804,521

株主資本合計 10,058,192 10,091,475

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 212,365 169,502

評価・換算差額等合計 212,365 169,502

新株予約権 24,673 25,427

純資産合計 10,295,232 10,286,405

負債純資産合計 10,986,200 11,088,665
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成30年２月１日
　至　平成30年10月31日)

売上高 2,827,649 2,915,572

売上原価 1,841,781 1,819,836

売上総利益 985,867 1,095,736

販売費及び一般管理費 774,590 811,792

営業利益 211,277 283,944

営業外収益   

受取利息 2,011 1,834

受取配当金 6,492 5,785

助成金収入 4,197 －

その他 3,854 10,054

営業外収益合計 16,555 17,674

営業外費用   

支払利息 938 820

支払手数料 － 0

投資事業組合運用損 2,092 2,861

その他 79 －

営業外費用合計 3,110 3,682

経常利益 224,722 297,936

特別利益   

投資有価証券売却益 63,140 －

土地売却益 20,200 －

特別利益合計 83,340 －

特別損失   

固定資産除却損 70 1,464

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 48,140 －

特別損失合計 48,210 1,464

税引前四半期純利益 259,852 296,471

法人税等 80,313 89,807

四半期純利益 179,539 206,663
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 

前第３四半期累計期間

（自　平成29年２月１日

至　平成29年10月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成30年２月１日

至　平成30年10月31日）

　減価償却費 215,234千円 200,950千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年10月31日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月26日

定時株主総会
普通株式 94,369 16.00 平成29年１月31日 平成29年４月27日 利益剰余金

平成29年９月４日

取締役会
普通株式 94,369 16.00 平成29年７月31日 平成29年10月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成30年２月１日　至　平成30年10月31日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年４月24日

定時株主総会
普通株式 94,369 16.00 平成30年１月31日 平成30年４月25日 利益剰余金

平成30年９月４日

取締役会
普通株式 94,549 16.00 平成30年７月31日 平成30年10月１日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　当社は、電気制御機器の製造加工及び販売事業のみであるため、セグメントの記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成29年２月１日
至　平成29年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年２月１日
至　平成30年10月31日）

(1)　１株当たり四半期純利益金額 30円44銭 35円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 179,539 206,663

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 179,539 206,663

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,898 5,905

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 30円32銭 34円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 22 24

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年９月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額　……………………………　94,549千円

（ロ）１株当たりの金額　……………………………………………　16円00銭

（ハ）中間配当の効力発生日（支払開始日）　…………　平成30年10月１日

（注）平成30年７月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成30年12月３日

 

不二電機工業株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　朋之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙見　勝文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二電機工業株

式会社の平成30年２月１日から平成31年１月31日までの第61期事業年度の第３四半期会計期間（平成30年８月１日から平

成30年10月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年２月１日から平成30年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、不二電機工業株式会社の平成30年10月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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